朝ドラにみる戦中・戦後の暮らし
西坂戸　大山　茂
　２月の「早春のつどい」で「朝ドラにみる戦中・戦後の暮らし」と題して話題提供させていただいたわけですが、ＮＨＫの「連続テレビ小説」、通称「朝ドラ」は、毎日の朝と昼の定時に放送され、高い視聴率と根強い人気があります。

　第一作は1961年４月～1962年３月迄の『娘と私』で、今の『べっぴんさん』は95作目、56年も続いています。

　朝ドラにおける戦争描写には、以下のような特徴があります。まず、朝ドラで描かれている女性像は、「銃後の守り」といった戦争体験に集中しています。場面としては、各作品の東京大空襲、玉音放送の描写が一致しています。さらに、多くのヒロインが反戦の立場となっていることは注目されるところです。

　今回の話題提供では、1999年前期の『すずらん』以降、現在の『べっぴんさん』に至るまでの８作品で描かれた「戦中戦後の暮らし」をピックアップしました。

　その中での「銃後」の女性たちは、夫や息子の戦地での活躍を期待し、虚構の「大本営発表」のもとでの「戦果」を喜んでいたのでした。もちろん本心では不安でいっぱいだったのでしょうけれど。

　各作品では、何らかの形で「玉音放送」の場面が描かれ、これからの日々の暮らしはどうなるのだろうか…という不安に苛まれた様子が描かれています。

　そして、戦後の食糧難や闇市の様子が、特に『梅ちゃん先生』や『ごちそうさん』に描かれていました。

　また、夫や息子の戦地からの帰還も描かれていますが、『純情きらり』で夫が別人のようになって帰ってきた場面では、「戦地から帰ってきた父親が、脳に受けた損傷が元で別人のようになってしまった」と私の母から聞かされたことがオーバーラップしました。
　『べっぴんさん』での“初めて会う父親に子どもが懐けなかった場面”を見た私の姉からは、「幼い頃の日々を思い出した」と聞きました。姉が５歳の時、父が復員してきたものの、親子関係はしっくりいかず、さくらと父親の関係がオーバーラップしたそうです。
　戦争そのものをどのように扱っているかについては「作る側」にも「見る側」にも温度差があります。それでも「朝ドラ」の中に一貫して流れているのは「母と子の幸せ」であり、「幸せ」を踏みにじってきた戦争があったという事実です。

　朝ドラを見ない人や興味のない人も大勢いると思いますが、朝ドラを見ている人は案外いるのです。

　平和について普段の暮らしの中ではそんなにも考えていない人たちにも９条の大切さを伝えたいと思うことがこれから益々増えていく中で、戦争の日々と平和な暮らしが描かれている朝ドラは、共通の入り口になるのではないでしょうか。
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
戦跡を平和の教材に
栄　平瀬敬久
　ニュース12月号では、昨年９月議会で「平和記念式典への児童生徒の派遣」に関する質問を行なった経緯と、それがそのまま12月議会での質問につながった旨を述べましたが、具体的には12月議会で「坂戸の戦跡を活用した平和行政への取り組み」について質問しました。
　坂戸の戦跡については、毎年九条の会さかどが大久保さんの案内による「坂戸の戦跡めぐり」を開催しています。坂戸に住んで12年が経とうとしている私も、この「戦跡めぐり」では初めて知ることばかりでした。

　戦跡めぐりで、坂戸の広範な地域がかつて旧陸軍坂戸飛行場及び関連施設として軍に接収されていたこと、戦跡は70ヵ所にも及ぶこと、またそれらの施設は軍事機密として戦中、住民にはその中身を知らされてこなかったこと、施設について知っていた数少ない住民も非常に高齢化が進んでいることなどを知りました。

　そのため、これらの戦跡について後世に伝え、語り継いでいくことこそが、市民の皆さまが平和について考え続けていくことこそが、日本が「二度と戦争を起こさない国」であり続けることにつながるのではないかと考えての質問でした。市民の皆さまが平和について考える機会を行政が提供するというのは、９月議会で質問した「児童生徒の平和記念式典への派遣」とも共通する趣旨です。

　具体的な質問内容としては、戦跡としてどういったものがあるのか、それら戦跡への案内板設置、戦跡の位置を地図上に記載した戦跡マップの作成、また、戦跡の写真パネル作成と平和教育への活用について聞きました。

　質問に対する市の答弁は、「市役所周辺を中心に旧陸軍坂戸飛行場に関する戦跡がいくつか残っている。案内板の設置は戦跡個々ではなく、総合的に解説したもので検討したい。旧陸軍坂戸飛行場以外の施設はそのほとんどが当時の形状を残しておらず、当時の資料で確認できない状況にあり、後世に残す貴重なものか要検討」でした。
　本町にあった風船爆弾工場も既に取り壊されており、その跡地を戦跡として位置付けることは難しいというのです。浅羽にある墜落した飛行機のパイロットを弔うための祠(ほこら)についても、裏付けとなる当時の資料に基づき文化財保護審議会の審議を踏まえた上での検討が必要とのことでした。

　「戦跡マップについては代表的な戦跡を、文化財を掲載している歴史散歩マップに含めて刊行するなど研究したい。写真パネルは、現在、埼玉県平和資料館所蔵のものを市民の方々への平和意識啓発に使用している。旧陸軍坂戸飛行場関連施設の写真パネルについては、教育委員会と連携して研究したい」でした。

　戦跡として市が認識している数は、九条の会さかどと１桁近く違っています。施設が残っていない戦跡はその跡地を戦跡と位置付けするのは困難との答弁、戦跡マップや写真パネルについても非常に玉虫色の答弁だと感じました。
　これらを戦跡と市が認め、戦跡マップや写真パネルを作成、充実させ、市民の皆さまが平和について考えるきっかけとなる教材としていくためには、皆さまとの更なる働きかけが必要だと感じた12月議会での質問でした。
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原爆投下　71年目の真実(４)

末広町　石川裕一

京都に投下！側近認めず
　5月30日、グローブスは、トルーマンの側近である陸軍長官ティムソン（文民の立場で軍から報告を受け大統領に報告する役割）に呼ばれました。グローブスはこの日の様子を、「投下目標の都市は決まったかと聞かれたので京都と答えると、京都は認めないと言われた」と語っています。
　その理由についてティムソンは６月６日の日記に「戦争遂行にあたり気がかりなことがある。アメリカがヒトラーをしのぐ残虐行為をしたという汚名を着せられないか…ということだ」と記しています。

　ティムソンは二度京都を訪ねたことがあり、原爆を投下すればおびただしい市民が犠牲になることを知っていました。ティムソンは、この頃激しさを増した日本への爆撃が、国際社会が避難する無差別爆撃に当たることを危惧していました。これ以上アメリカのイメージを悪くしたくなかったのです。

　しかし、グローブスは諦めず、1ヵ月後、「京都に軍事施設有り」という報告書を提出しましたが、その中身は「京都駅や絹織物の糸を作る工場を軍事施設として報告」したものでした。「京都への投下は国益を損なう」と考えていたティムソンは、グローブスの提案を認めませんでした。
実験成功！事態は急変
　政府と軍の膠着状態は、７月16日、ニューメキシコ州で世界初の原爆実験の成功をきっかけに変わります。当時日本の多くの都市は爆撃で焼け野原、降伏は間近とみられていました。

　グローブスは「戦争終結前に完成した原子爆弾を使わなければ、22億ドルという膨大な国家予算を使った責任を議会で追求される。効果を証明しなければならない」と考えました。実験から５日後、ティムソンに部下から「軍人たちは一発目の投下目標を京都にすることを諦めていない」という電報が届きます。

　ティムソンはトルーマンに「京都を目標から外すべきだ。もし京都に原爆を落すという理不尽な行為をすれば、戦後和解の芽を摘み日本は反米国家になってしまう」と伝えました。大統領は「全く同感だ」と答えました。

　７月25日のトルーマンの日記には、「原爆投下はあくまでも軍事施設に限るとティムソンと話した。決して女性や子どもをターゲットにすることがないようにと言った」と書かれています。

投下目標！広島に
　市民の上への投下に反対していたトルーマン。しかし、事態はトルーマンの意思とは異なる方向へ進んで行きます。トルーマンのもとに届けられた軍からの新たな報告書の中で、目標に挙げられていたのは広島でした。
　34万人が暮らす広島の市内には、日本軍の司令部がある一方、西洋の文化をいち早く取り入れた活気ある市民の暮らしもありました。
　ところが、報告書には「広島は日本有数の港と軍事物資の供給基地など、軍の大規模施設が集まる陸軍都市である」と記されていました。

　この報告書について、原爆投下の経緯に詳しいアメリカの研究者たちは「軍が市民の上に原爆を落とそうとしたことを覆い隠そうとした」と指摘しています。グローブスたちによって「広島が軍事都市だと伝わるよう巧みに書かれたもの」だったのです。
　「軍は一般市民を攻撃することはない」と見せかけたものだったので、トルーマンは「広島に原爆を落としても一般市民の犠牲は殆んどない」と思い込んだのです。結局、トルーマンが投下目標から広島を外すことはありませんでした。(次号に続く)
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
今後の運営委員会（会員なら誰でも参加できます）
４月27日、５月25日、６月22日(第４木曜日10時～12時)
埼玉土建坂戸事務所を恒常的に借りるのは難しいため、４月も北坂戸駅東口の坂戸市文化施設オルモ１階で。
「九条の会さかど」ニュース　2017年３月23日　第83号
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九条の会さかど　12周年のつどい


日時　６月11日(日曜日)13時30分から16時


　　　　会場　坂戸駅前集会施設（２階）


内容　ただいま検討中（ご意見・ご希望など、お寄せください）
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